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研究成果の概要（和文）：本研究では脳波を用いて皮質-視床フィードバック係数と遅延時間を推定する方法を
開発することを目的とした。低周波領域で成り立つ近似を施すことにより、皮質-視床フィードバック係数と遅
延時間を頑強にかつ高時間分解能で推定することを可能にした。この方法を睡眠脳波解析に用いたところ、覚醒
から睡眠への遷移をフィードバック係数がほとんどゼロへと減少していく過程として理解することが可能になっ
た。また遅延時間については約0.08秒付近に分布する結果となったが、これはその他の方法を用いて推定された
結果と整合し、本推定方法の妥当性を確認するものである。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a robust method with high time resolution for 
estimating the cortico-thalamo-cortical (CTC) loop strength and the delay when using a scalp 
electroencephalography (EEG). The basic framework for the proposed method is the parallel use of a 
neural field theory (NFT) of the corticothalamic system and an autoregressive (AR) model. From the 
relationship between the transfer function of the AR model and the transfer function of the NFT in 
the low frequency limit, we successfully derived a direct expression of CTC loop strength and the 
loop delay using AR coefficients. Using this method to analyze sleep-EEG data, we were able to 
clearly track the wake-to-sleep transition, as the estimated CTC loop strength decreased to almost 
zero. The estimated loop delay distributed ~0.08 s, which agrees well with the previously reported 
value estimated by other methods, confirming the validity of our method.
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１．研究開始当初の背景 
脳波を用いた研究は長い歴史を持つが、ア
ルファ波、ベータ波、シータ波、ガンマ波の
強度を調べる周波数分析が主に行われてい
る。多くの知見が蓄積されており、例えば入
眠時にはアルファ波が減衰し、その替わりに
シータ波が増大することが分かっている。こ
のような経験的事実の蓄積に比べ、脳波を脳
の神経回路に基づいて理解する理論的なア
プローチは遅れている。有望な理論モデルが
提唱されているものの、その複雑さのために
脳波解析に容易に取り入れることができな
いことが主な原因と思われる。本課題はこの
ような背景から着想された。 
 
２．研究の目的 
本課題の目的は、脳波の理論モデルとして
有望視されている皮質-視床モデルを、脳波デ
ータ解析に取り入れる手法を開発すること
である。特に、睡眠研究で重要な役割を果た
していることが示唆されている皮質-視床フ
ィードバック係数を脳波から推定する手法
を開発することに重点を置いた。 
 
３．研究の方法 
(1)理論 
 神経回路に基づいた脳波の数理モデルと
してロビンソンらが提唱している皮質-視床
モデル[1]を用いた。このモデルには視床部
を視床中継核と視床網様核とに細分した詳
細モデル[1]の他に視床部を単純化したコン
パクトモデル[2]があるが、本研究では基本
的にコンパクトモデルに依拠した。その理由
はモデルパラメータ（すなわち脳の状態）の
推定において、推定するパラメータをできる
だけ絞り込み、頑健な推定を高い時間分解能
で行うためには、簡略化したモデルが有利で
あるからである。図１にモデルの信号流れ図
を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１: 皮質-視床モデルの信号流れ図。 
 
コンパクトモデルは脳波の低周波領域で
詳細モデルを近似することが研究代表者の

先行研究で明らかにされているが[3]、本研
究においてはさらにこの観点を掘り下げ、周
波数ベキ展開の低次の項を用いるという近
似を行った。この近似を行うことで、時系列
信号の汎用モデルである自己回帰モデルと
の対応が得られる。その対応を利用すること
が、本研究の数理的な要点になっている。 
 
(2)実験 
 申請段階では簡易脳波形を試作しデータ
収集を行う予定であったが、遂行が困難な状
況になったので、先行研究において既に収集
された質の高いデータ（脳波を含む睡眠ポリ
ゾムノグラフィー））を活用する方針に改め
た。文献[4]に用いたデータ（52 人の中年女
性、内 26 人は健常、残り 26 人は慢性疲労、
二晩測定の二晩目）を主に用いたが、他に小
児のデータでも解析を試みた。 
 
４．研究成果 
(1) 覚醒から睡眠への遷移過程 
図２は覚醒から睡眠への遷移過程に対し
て、本方法で皮質-視床フィードバック係数
の変動を推定した結果である。中央の青い線
とその両側の黒線は 52 名の平均と標準偏差
を表している。時間ゼロは各人が最初にノン
レム睡眠２の段階に入った時点に揃えてい
る。覚醒時の正の値からゼロ付近に下降し、
その後はほぼ一定となる様子が良く分かる。
これは機能的核磁気共鳴など脳画像を用い
た研究で入眠時に皮質-視床間結合が弱まる
という結果が報告されていることと整合す
る[5]。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２: 入眠時の皮質-視床フィードバック係
数の変化。52 人の平均（青線）と標準偏差（黒
線） 
 
(2) 睡眠中の係数の変化 
①乱雑な成分と周期性を持った成分の共在 
 図３は夜間睡眠全体に渡るフィードバッ
ク係数の変化を示した一例である。太線は 32
分間の移動平均である。乱雑な変動を示すが、
移動平均はおよそ 90 分の周期で振動的な変
化をしていることが良く分かる。 



 
 
 
 
 
図３: 睡眠中の皮質-視床フィードバック
係数の変化の一例。太線は 32 分窓の移動平
均。横軸は時間（分）。 
 
 
②ヒプノグラムとの対応（乱雑さ） 
図４は図３に例示された乱雑な変動（細線）
の乱雑さとヒプノグラム（ポリゾムノグラフ
ィーより求めた睡眠段階の時系列）から求め
た乱雑さの相関を示すものである。乱雑さの
評価にはスペクトラルエントロピーを用い
ている。両者の強い相関（r=0.79）は、図 2
で例示された乱雑な変動が、計算誤差のよう
なものではなく、生理学的な意味を持つ乱雑
さであることを示している。生理学的意味の
詳細は不明であるが、新生児の中枢神経系機
能不全と関係していることが報告されてい
る[6]。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４: ２つの方法で評価された睡眠状態の
乱雑さの相関（52 人のデータ）。横軸は脳波
より本方法で求めたもので、縦軸はヒプノグ
ラ ム よ り 求 め た も の (Walsh Spectral 
Entropy)。 
 
 
③ヒプノグラムとの対応（周期性成分） 
図５は図３に例示された周期性を持った
成分（太線）をヒプノグラムから得られる周
期成分と比較したものである。絶対値の比較
に意味はないが、変動の仕方が良く一致して
いることが分かる。ここで、ヒプノグラムか
ら周期性成分を抽出する方法は研究代表者
が新たに提示したもので、特異値分解（主成
分分析）の方法を基盤としているが、その詳
細については近日学会や論文で発表する予
定である。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５: 睡眠状態変化における周期性成分の
抽出。上段がヒプノグラムから、下段が皮質
-視床フィードバック係数から求めたもの。 
 
③ヒプノグラムとの対応（睡眠段階毎統計） 
図６は健常な 26 人から得られた解析結果
について睡眠段階毎に平均と標準誤差を求
めたものである。眠りが深くなるほど値が小
さくなるが、覚醒と睡眠（覚醒以外の段階）
の間の変動に比べると睡眠間での変動が小
さいことが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６: 各睡眠段階における皮質-視床フィー
ドバック係数の平均値及び標準誤差（26人）。
S1 から S4 は睡眠段階 1 から睡眠段階 4 を表
す。 
 
(3) 皮質-視床-皮質ループの信号伝達遅れ 
 図７は皮質-視床-皮質ループの信号伝達
遅れについて評価値のヒストグラム（全 26
人）である。平均値及び標準偏差は 77±4.5ms
となった。これは別な方法で推定された先行
研究の値と整合している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７: ループ遅延時間推定値の分布(26 人)。 
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